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半径 R｡-a√㌃(aはモノマーのサイズ )を基準にして膨張因子 α≡R/R.で高分子の拡が り
を表す｡分子内ネットワークは一部の反応基で架橋 さ
れた官能数 4の完全網目構造になっているはずである
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り2) (第 1図 ),あるいは,急冷された磁
性体において成長するドメイン系-等であ
る｡そこでは,多種多様な形の ドメイン
(細胞 )が空間を埋め尽している.一つ一
つの ドメインは,それぞれ一つの秩序状態
(相 )にある｡ ドメインとドメインの境が
これらの系を特徴付ける"もの〝である｡
第1図 ドメイン構造 (∂2次元の石けん泡1)
(b)鉄の多結晶の断面2)
この境界が形作る無秩序な構造の中にも,一定の統
計力学的法則が存在することが,最近,示された3.)
上に挙げた例は,非平衡状態にあることが多い｡これらの系は,それぞれに特有な時間のス
ケールで変化し,平衡状態に向かう｡平均的に見て,大きいドメインは膨張し,小さいドメイ
ンは収縮する｡最終的には,すべての ドメインは消滅して,系は一つの相に落ち着くOこのよ
うな発展を統計力学的見地から記述し,法則を見出すことが,この論文の目的である｡
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